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l．はじめに

済州火ll鳳ま後期火11舌動がはとんと終息し、火山体の開析期を迎えつつあ

り、火山地形の原面が現在もよく保存されている、と見なされている。

はたして、火111体、特に古瑚溶岩台地の堆積原面は残存しているのか、そし

て火山休はとのような解体過程を辿ってきたのだろうか？

宇宙衛星画像の判読に基っいて、斜面変動／地形発達史の視点からこうした

問題の検証を試みた。

衛星画像による地形解析から、島の最高峰である漢撃Ill（1，950m）申し、火

11座とその山腹から山塊に広がる丘、大な溶岩台地の上に突山する小規模単成火

山体郡の部分を除き、原面かほとんと残存していない可能性が浮き彫りにされ

た。

少なくとも北東部地区で見るかきり、標高300m以卜に広がる溶岩台地の上

に旧河道（古水系）と見なされる無数の帯状地形が検出され、現在とまったく

異なった地形環境が卓越していたことが推論される。こうした事象は今後、本

島の地形発達史を明らかにして行く上で重要な鍵となるにちがいない。
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2．方法と結果

2．1　データ

宇宙衛星LANDSAT－7、Mar24／2001、Band7、CN32043′／E126055′、

DEl15－037（済州島を通過するコース）、雲量0％、PrOeeSSedbyNASDA

のUTM画像ファイル（CD－R／RESTEC提供）を使用した。このファイルを

さらに㈱アノア航測に依頼してWINDOWS－PC対応に変換、photoshopのソ

フトを用いて捌、卜r島の衛星画像（図1の中のA）を開き、プリントアウト

（クレー）した。さらに、そこから北東部地区の範囲指定をして縮尺約10万分

の1に部分拡大（図2）した。

長所の衛星画像は70年代のものとは比較にならないほど分解能が優れており
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宇宙衛星画像から見た済州島（人橋）

（数メートル程度）、判読画像範囲が広く航空写貢では検出しにくい情報が得ら

れ、マクロな地形解析には極めて有効である。

2．2　解析方法

地形判読に際しては、色調・モザイクの形状や規模・連続性・植生・土地利

用などに注目しながら裸視判読を行った。

判読結果を地図上にプロットし、現地調査および文献等を組合しながら分析

した。

作業の過程で特に幅が100から250m、緩やかに蛇行しなから数キロも連続す

る帯状モザイクを着日し、それを旧河道（占水系）と断定して、復元図（図3）

の作成を試みた。

この帯状モザイクの位置は等高線の凹部におおむね一致している。旧河遺跡

は地下水面が浅く含水比が大きいため暗い色調になっているものと判読した。

帯状部の幅は100～300mとかなり広く、有床谷の情況を呈している。こうし

た形状は原地形をそのまま示すものではなく、河川争奪により斬頑されて無能

谷化した後に2次的な埋稔か進んだ結果であると見なした。いずれも、当時の

最大傾斜に必従的で放射状の平面パターンを示している。

3．考　察

3．1旧河道の分布

旧河追（占一水系）群の分布は北部地区に集中している。南部地区にも検出さ

れるがその数は少なく、断片的なものが多い。北部地区では連続性が良好であ

る。ただし、海岸部の棲高30m以下の地区にははとんと検出されない。（図4）

3　2　旧河道群の区分・連続性と河川争奪

旧村道（古水系）は5～6のクループに区分される。それらと現水系を比較

してみよう。
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宇田衛星画像から見た済州払（人橋）
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字踵相星画像からuた漬州島（人橋）

漠撃山の封蝋斜面の城阪岳付近に発した現水系は川凪Jllに統合され、南流し

て戚邑から表華甲東方の海岸に注入している。台地中央部において次々と数箇

所で河川争奪が発生し、」ヒ流または東流していた河流がことことく商流する川

尾川に斬首され、水系交代の結果、現水系におさまったものと考えられる。南

北の分水嶺をなす台地中央部地区にIR河道が複雑に交差し、′いさな谷盆地（凹

地）が見られる。ヰ分水界の位岡は」ヒ方へ移行している。

サンクンプリの東南側に最も新しい時期の争奪地点がある。

3．3　海岸部の旧河道と旧汀線の移動

旧河道が30m以下の海岸部において不明瞭であるのは最終問水湖のrH汀線

（海岸）の位置と関係するものであろう。

島の南海岸椚し、に点在する海食洞の下底血高度は30～40mという商い位置で

確認されている（李ほか1984）。

島の東幽両端の海岸に発達する砂丘の断l面調査（人橋ほか　2002）によると

砂丘砂の下部に黒砂層を挟んで占砂lてや浜堤・潟湖堆積物が共通して認められ、

いずれも離水地形が骨格をなしている。東岸から南岸地区の海岸沿いには5～

7m、10～20m、25～35mの高度で3段の海岸段丘が区分される。

最低位の段丘は完新世のヒプンサーマル期、巌高位の段丘は最終氷期の前半

もしくは最終問氷期に形成された、いわゆる中位段丘であると予想される。換

言すれば、IR河遣群が形成された時期には25m以下の地区は海域であり、IR村

道群の形成された時代は巾位段「期（最終問氷期）とl司時かまたはそれより古▲

い。

3　4　不連続性の原因

最終氷掬の海面低下にともなう回春（侵食の復活）により抑rl争奪と水系交

代が起こったためであると考えられる。

3　5　河川争奪の発生の原因

北東部から東部の海岸線に平行する、3～4列の離水浜棍列とそれを覆う砂

－5こi－



宇宙衛星画像から見た剤1、l島（人橋）

丘の形成時代が決定されていないので断定が困難であるが、標高25～35mの最

も内陸側に発達する浜堤が旧汀線に近似しているものと見なしたら、その時代

は最終問氷期（9～13万年前）／中位段丘期と判断される。舌水系群の大部分

はこの浜堤地形を突破して現海岸線に達することがないという事実は、それら

の形成時期が最終間氷期であることを裏付けている。

最終氷期の海水準低下量は済州海峡で130m前後と推定され、ほとんと障化

していた（入場1985）という。その時期の激しい下刻と谷頭侵食の進行が溶

岩台地上での河川争奪や水系交代の背景となった。

争奪・流路変更の原因としては地殻変動や所期の溶岩流による河道閉鎖に起

関するものと見なされる事例も巨文岳北東部や体岳の北東部なとに認められる。

3　6　単成火山群と旧河道

小規模単成火lll群（寄生火山）の大部分は更新世後期に形成されたものと見

なされているが、その中には10万年前以降の旧河違群が形成された時期に生成

し、スコリア層噴出の後、溶岩を流出させた事例として巨文岳や体岳が挙げら

れる。特に北部地区にはそうした例が多い。新期溶岩流が河道閉鎖を起こした

結果、流路変更が発生したと見なされる事例が数か箇所において認められる。

3　7　南から北方への地盤の傾動的隆起と舌水系

北東部海岸では金寧里のケウセツ宙に代表される海面下溶岩洞窟（沈水地形）

と月経里付近に卓越する浜堤列のような離水地形とが並存する。→見して矛盾

した両現象は、島全体の新しい地盤運動一南高北低の増傾斜運動一巻反映した

ものである、と見なしたならば矛盾無く説明できる。

次に、東部地区の南北両側斜面の地形・地質、水文事象の特性比較をすると

（衰1）対照性が明らかになる。

いずれも南側が相対的に隆起し、北側が沈降する増傾斜運動が支配している

ことを窺わせる。

さらに、既往の推測に反して溶岩台地の風化・侵食が活発で水系交代が短期

間に進行している、と考えられる。争奪の契機のひとつとして単戚火山から押

－54－



十川衛ん11画像から見たr別冊▲。㌧（人橋）

表1　南北斜面の地形・地貿・水文事象の比較
JJJu5けqfmnノ（’り汀好）〔mS。托。／hmdルrm．gpnngヽmd加かnhだヽ

柚加仰山止痛W最品血h旬椚

く北側斜向＞

①小規模単成火山clndercone群

の分布密度が大

②新斯溶岩屑が重なり（capplng）

全体に暗い色調（地卜水「毎が浅

い？）

③溶岩洞窟の分布密度が人。保存

条件に優れている

④旧河道（占水系）密度が人。緩

勾配の埋横谷

⑤海岸部の斜面は経やかな勾配の

まま海岸に移行する

⑥離水浜堤列とそれを損う砂丘

⑦海面下溶岩洞窟

⑧lR河道や谷椚いの下流部凹地、

埋蔵谷（有床谷）を形成

く南側斜面＞

①占期の溶岩焼（表書＿聖玄武㌫）

②風化の著しい溶岩洞窟（例えは

水Ill霹）

（誅「1っぽい色調。丘頂に裸地が目

立つ。地卜水面が深く、高燥

④溶岩台地上に多数のpseudo

karst（M地地形）が卓越し、

差別侵食に起関する間折が進み、

組織地形が発達

信）中流部に侵食盆地と河岸段丘か

見られる（城邑ィ、j近）

（餅l】川lト流部における峡谷の形成

（激しい卜刻作用の卓越）水無

川に見えるが岩髄河珠のなかに

stepandpoolが発達しており、

河相から激流と侵食力のすさま

じさが読み取れ火Ill河川の2而

性が覗われる

⑦・河昧縦断面「、海岸でィ、協和的

n流（滝の形成）

⑧30～40mに海食洞が残り、lH汀

線、海岸段丘が卓越

⑨芥頑侵食が活発で」ヒ側の河谷群

を断頭した河川即が卓越



宇宙衛星画像から見た済州島（人橋）
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宇宙相見画像から見た済州島（人橋）

し出された溶岩流による回遊閉鎖も挙げられる。

4．おわりに

火山地形が形成された後にその解体過程（侵食）が開始する。溶岩台地は多

孔質であり、透水件が人きく表面流が発達しにくいために閑折が遅れ、地表水

系の発達が不良で、原面が長期にわたって保存されやすい。と一般的に説明さ

れている。済州島でも火山地形がよく保温されていると見なされてきた。

占期溶岩台地上に卓越する無数のIR河道（占▲水系）群の存在は、こうした通

念を疑ってみるひとっの契機となろう。

本島で「三多」のひとつに石が挙げられてきた。また観光キャンペーンに

「石の文化」ということばがしばしは登場している。こうした風上の特徴は巌

終氷期以降、もしかすると数白年前という歴史時代にその起源が求められる可

能性が大きい。なぜなら、古水系群が争奪（最終氷期）されて無能谷化する以

前（最終間氷期）の木島には現地形景観とはまったく異なった某観や環境が卓

越していたと推定されるからである。少なくとも、気候・植生および水文環境

は澄まれ、水無川化した現流域のような河相が一般的であったとは見なし難い。

木火山島の地形学的研究は緒についたばかりであるが、火山地質と火山地形

は必ずしも同一ではなという点が看過されがちである。

溶岩台地の解体に関する地形学の通念を無批判に受け入れることを回避すへ

きであろう。そして、地形発達史は気候変化とそれに伴う海水面変動や植蛙、

地殻変動、火山活動、岩質条件等を総合し、統一的な説明のもとに明らかにさ

れなければなるまい。
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